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研究成果の概要（和文）：　本研究は、フランスの作家プルーストの長篇小説『失われた時を求めて』が、どのような
政治、社会、文化、言語の歴史的背景をもとに成立したものであるか、またそれらの事象がいかに本作に取り込まれた
かを、当時の一次資料、作家のメモ帳、草稿帳、校正刷、書簡集などの網羅的調査によって解明したうえで、そうした
歴史事象が作中でどのような機能を果たしているかを考察し、その成果を内外のシンポジウム、専門誌、『失われた時
を求めて』の翻訳の注解などで発表した。

研究成果の概要（英文）：　Through comprehensive examination of primary sources, the writer’s notes, 
rough drafts, proofs, collection of letters, etc., of the time, this research elucidates the historical 
background―politics, society, culture, and language―against which the French writer Proust created the 
novel In Search of Lost Time and how those events were actually incorporated into the work. From here, 
how those historical events function within the work is considered. The results of the research were 
presented at symposiums in Japan and overseas, in journals, in annotations to a translation of In Search 
of Lost Time, etc.

研究分野：フランス文学
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１． 研究開始当初の背景 
 （１）『失われた時を求めて』の政治、社会、

文化、言語をめぐる背景に関しては、さまざ

まな研究が存在する。詳細な注解が付された

『失われた時を求めて』校訂版 À la recherche 

du temps perdu, (Bibliothèque de la Pléiade, 

Gallimard, 4 vol, 1987-1989)、コルブ編纂の『プ

ルースト書簡集』 (Correspondance de Marcel 

Proust, Plon, 21 vol, 1971-1993)が、小説成立の

政治、社会、文化、言語の背景を明らかにす

る一次資料である。申請者が代表をつとめる

日本のプルースト研究会が完成した『書簡集

総合索引』（Index général de la Correspondance 

de Marcel Proust, Presses de l’Université de 

Kyoto, 1998）はその補助資料となる。さらに

André Maurois (Hachette, 1949), George Painter 

(Mercure de France, 1963 et 1966), Jean-Yves 

Tadié (Gallimard, 1996) が著した詳細な伝記

には当時の政治や社会の状況が詳しく記述

されている。小説と作家をめぐる総合辞典で

あ る  Dictionnaire Marcel Proust 

(Champion,2004)も貴重な情報を提供してく

れる。フランス国立図書館での展覧会カタロ

グ  Marcel Proust, l’écriture et les arts 

(Gallimard, 1999)も重要な文献である。文化的

背景については、さらに詳しい専門的研究が

進んでいる。哲学では Anne HenryのMarcel 

Proust, theories pour une esthétique (Klincksieck, 

1981) や Proust romancier (Flammarion, 1893)

な ど の 著 作 、 絵 画 で は  Juliette 

Monnin-Hornung, Proust et la peinture (Droz, 

1951) や、申請者の著作『プルースト美術館』

（筑摩書房、1998）、『プルートと絵画』（岩

波書店、 2008）、 Proust et l’art pictural 

(Champion, 2010)、音楽では Jean-Jacques 

Nattiez, Proust musicien (Christian Bourgeois, 

1999)、中世建築では  Luc Fraisse, L’Œuvre 

cathédrale, Proust et l’architecture médiévale 

(Corti, 1990) など、特定分野に関する個別研

究が発表されてきた。またドレフュス事件、

第一次世界大戦、第三共和政下の外交、当時

のサロン文化などについては、専門的論文に

より『失われた時を求めて』の背景を詳しく

知ることができる。 

（２）しかし、『失われた時を求めて』にあ

らわれた政治から言語にいたるさまざまな

背景を網羅的に調査するとともに、それら受

容された事象がどのように小説に取り込ま

れ、それが作中でどのような機能を果たして

いるかを総合的に解明した研究は、いまだ存

在しない。本研究は、この欠落を補うため、

プルーストと絵画について先に引用した実

証的かつ総合的な研究を発表してきた申請

者が、同じ調査方法を用いたうえで上記課題

に関する総合的調査を行い、プルースト研究

の発展に寄与しようとするものである。 
 
 
２． 研究の目的 
 本研究は、フランスの作家プルーストの長

篇小説『失われた時を求めて』が、どのよう

な政治、社会、文化、言語の背景をもとに成

立しているか、そららの事象がどのように本

作に取り込まれ、それが作中でどのような機

能を果たしているかを解明するため、対象を

『失われた時を求めて』にあらわれる政治、

社会、文化などへの言及に絞り、その受容と

創作への転化を当時の一次資料、作家のメモ

帳、草稿帳、校正刷、書簡集など調査にもと

づき網羅的に調査し、プルースト小説の独自

性と普遍性の秘密を解明することを目的と

する。 
 
 
３． 研究の方法 
（１）本研究の基礎資料は、さきに挙げた『失

われた時を求めて』の刊本、書簡集、研究書

のほか、当時の新聞雑誌をはじめとする一次

資料である。まずはこれらを広範に調査分析

した。 

（２）プルーストと接点を有する同時代の政

治、社会、文化がどのような状況にあったか



を解明するため、前記『書簡集総合索引』を

はじめプルーストの各種刊本の索引を活用

しつつ、当時の新聞や雑誌にあらわれた政治

や社会の事件、文学・絵画・音楽・建築・演

劇・バレエ・装飾芸術、写真などの文化事象

に関する書物や論文などをリストアップし

た。そのうえで作家のこれら受容の実態を明

らかにできる専門書、雑誌論文、当時のカタ

ログやプログラムなどを収集・分析した。 

（３）『失われた時を求めて』にそれらの事

象がどのように取り込まれたかについて初

期作品、評論文、草稿ノート、タイプ原稿、

校正刷なども援用して分析した。 

（４）受容された諸事象が『失われた時を求

めて』でどのような役割を果たしているかに

ついても考察した。小説には、ドレフュス事

件、第一次世界大戦などの大事件への言及だ

けでなく、さまざまな社会事象、文化的イベ

ント、絵画や音楽などの作品への暗示が頻出

するばかりか、現実の人物や芸術に想をえた

架空の人物や作品が出てくる。これら現実と

フィクションがどのように交錯して複雑な

小説空間を形づくっているか、それらの事象

が作中でどのような機能を果たしているか

を理解するよう努めた。 

（５）以上の研究成果を内外の学会、シンポ

ジウム、専門誌に発表するとともに、成果の

一部を刊行中の『失われた時を求めて』の翻

訳（岩波文庫）の注解に採りいれた。  
 
 
４． 研究成果 
（１）以上の方法により、『失われた時を求
めて』に言及される政治、外交、社会、文化、
言語などの事象の実態を実証的かつ総合的
に明らかにできた。 

（２）受容された社会や文化の事象がどのよ

うに代表作『失われた時を求めて』に取り込

まれたかについて、小説本体や初期作品や批

評文だけでなく、作家の創作メモ帳、草稿ノ

ート、タイプ原稿、校正刷などの資料を調査

することにより、現実の受容から創作へのプ

ロセスを資料にもとづき実証的に明らかに

できた。 

（３）『失われた時を求めて』には、現実と

フィクションを微妙に交錯させることで小

説の効果を高めている箇所が多い。社会から

文化にいたる事象が作品にどのように取り

込まれたかを総合的に分析することにより、

現実とフィクションの関係について、現実の

フィクションへの昇華へという図式では説

明できない『失われた時を求めて』の成立基

盤について、新たな見取図を描くことができ

た。 

（４）プルーストの政治から文化の受容の背

景を明らかにすることにより、とかく観念的

に解読されがちな『失われた時を求めて』を

当時の歴史状況のなかに位置づけることが

でき、これにより従来「創作の秘密」とされ

てきた作家の現実受容と創造との関係をよ

り実証的に解明する可能性が拓けた。 

（５）従来のフランス文学史（あるいは広く

各国の文学史）では手薄であった、文学以外

の社会や文化の受容に関して詳細な調査を

おこない、文学史革新のひとつの方策を探る

ことができた。 

（６）本研究の成果を、専門の個別論文とし

て発表するだけでなく、プルースト草稿帳

「カイエ５３」の校訂版注解や、『失われた

時を求めて』全訳の注解と解説に採り入れ、

フランス文学研究の専門的成果を広く日仏

の読書人に公開することができた。 
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